


通常のパイプインパイプ工法は、適用区間近傍に立坑を築造して資材搬入を行っていました。
しかし、交通規制や周辺環境等の理由により、立坑築造が困難な場所が点在し、更新工事に
支障をきたす可能性が想定されます。

保安上通行規制が困難 慢性的渋滞で車線規制が困難 住宅密集で土木作業が困難 垂直配管部に立坑築造が困難

パネル式パイプインパイプ工法 「NS-PIP 」 は、
立坑築造不要の新しいパイプインパイプ工法です。

Ｒ

立坑

既設管

新設管（鋼管）

既設管路に設けられている空気弁用マンホール （φ600ｍｍの人孔
Ｔ字管） をパネル資材搬入口として活用するので、立坑築造が不要です。
※更新管の適用口径はφ800mm以上です。

立坑築造が不要で最小限のスペースで施工可能。1

パネル資材は、鋼管を周方向に4分割 （管長400mm） で連結し、人孔
Ｔ字管から搬入可能です。既設管内の運搬では、縮径状態で運搬する
ため、90°曲管や伏せ越し配管への運搬も可能です。
※既設マンホールの現場状況に応じて、管長を変更することも可能です。

現場での取扱いが容易。2

連結機構は、芯棒と軸筒で構成されるヒンジ構造とし、連結パネルを一括
で吊り下ろし、効率化を図っています。また、連結機構は裏当て金を兼ねて
います。

既設管内で簡便に正確な組立が可能。3

溶接構造による一体管路を構築します。耐久性・耐震性は通常のパイプ
インパイプ工法と同等です。

恒久的な更新工法。4

芯棒鋼板

連結機構（軸筒）

連結機構（軸筒）

既設人孔T字管φ600mm

吊下ろし吊下ろし
パネルを帯状に連結した状態で既設管内にパネルを帯状に連結した状態で既設管内に
吊り下ろす。吊り下ろす。

吊下ろし
パネルを帯状に連結した状態で既設管内に
吊り下ろす。

パネル鋼板巻き取り
連結されたパネルを人孔直下で巻き込む。

運搬
所定の位置まで運搬する。

パネル組立て（仮置き）
巻込まれた連結パネルを展開して両端を
連結する。

パネル移動・仮付け
パネル連結部等の仮付け溶接を行い各パネル
を自立させる。

溶接
リングを円形に保持しつつパネル同士を溶接
接合する。

グラウト打設
グラウトホールにセメント系の裏込め材を充填
する。

塗装
液状エポキシ樹脂塗料を全面に仕上げ塗布
する。
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完成

Ｒ『NS-PIP 』が解決します。

パネル式パイプインパイプ工法 「NS-PIP」 の
現場作業手順

Ｒ

パネル式パイプインパイプ工法 「NS-PIP 」 の特長Ｒ

Non-shaft-PIP
NS-PIP 工法Ｒ

立坑築造による振動・騒音が発生
しません。

建設発生土や建設廃材が発生
しません。

近隣住民の理解が得やすいです。 環境公害の影響を最小限に抑え
られます。
「環境配慮型」の施工工法です。



資源と人をつなぐ 私たちの仕事は資源とひとをつなぐこと。
お客様とともに、ユーザー視点に立ち、最適ソリューションをお届けいたします。
私たちは『NS-PIP 』で、施工困難箇所の水道管路の更新に貢献してまいります。Ｒ

NS-PIP 工法は、
わずか数メートルの残存している未更新箇所も
「補完」可能な工法です。

Ｒ

わずか数メートルの現在して
いる未更新箇所

1

漏水箇所を暫定処置している
数メートルの区間

2

河川や鉄道などの伏せ越のある
数メートルの区間

3

住宅街や浄水場内などの地下
埋設物が輻輳し掘削が困難な
区間

4

その他、関係先協議で立坑築造
が絶望的となった場合

5

通常のPIPは軌道近接部や河川区域外
に大規模な立坑を築造するため、鉄道・
河川事業者との綿密な協議が必要と
なり、計画に時間を要します。

数メートルの現在している
未更新箇所

更新済み区間 更新済み区間

内面バンド

既設管

新設管（NS-PIP）

本管

下水管

上水管
電気

ガス管

住宅街の埋設状況
浄水場内は他埋設物が多い



https://www.nspe.nipponsteel.com
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